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ナビ多摩六都科学館

　イタリアのレッジョ教育をもとに、
子どもたちの自由な発想で表現遊び
を体験することを目的としたワーク
ショップです。
①「わたしのからだは何からできてる
の？」
　体をつくっている細胞の映像や絵
本を参考にして自分でデザインしま
しょう。
a12月19日㈯午前10時30分～正
午・午後１時30分～３時
②「わたしの周りの生き物をみてみよう」
　写真を見てコラージュやデザイン
をして、へんてこな生き物を作りま
しょう。
a令和３年１月30日㈯午前10時
30分～正午・午後１時30分～３時
※連続講座ではありません。
※親子それぞれ同じ体験をします。

d・e４～６歳とその保護者（１人
まで）・各回９組18人
※未就学児が対象です。６歳でも小
学１年生は対象外
※参加者以外の入室不可
g１組600円（材料費）・入館券520
円（４歳～高校生210円）
i①12月７日㈪（必着）・②１月18
日㈪（必着）までに、jのkからまた
ははがきでイベント名・開催日・希
望時間・氏

ふり
名
がな

・年齢・郵便番号・住
所・電話番号をjへ
※申込多数は抽選し、当選者に参加
券を送付
b・j多摩六都科学館
　〒188－0014芝久保町５－10－64
　p042－469－6100
※休館日：12月７日㈪・14日㈪・21
日㈪・28日㈪～令和３年１月２日㈯

QuaQuaワークショップ
“わたし”と“わたしのまわり”～観察して色と素材で表現～

　障害者週間は、みんなで障害や障
害者理解について考えるための期間
です。
　障害は、生まれながらのものや事
故や病気などによっては、誰にも生
じ得るものです。また、その種類も
多種多様で、外見からは分からない
ものや理解しづらいものもあります。
　障害による不自由さはあっても、
周囲の理解や配慮があればできるこ

とも広がっていきます。平成28年
４月から障害者差別解消法が、平成
30年10月からは東京都の差別解消
条例が施行されました。
　障害のある人もない人も、ともに
日常生活の中でできる配慮や工夫を
一緒に考えましょう。誰もが暮らし
やすい共生社会の実現はそうした一
歩から始まります。

12月３日～９日は障害者週間です

　障害者週間に当たり、市内障害者
団体の活動内容や作品を展示します。
また、障害者福祉施設に通う方々の、
心のこもった手作り品を販売します。
※詳細はチラシ・市kをご覧ください。
a12月14日㈪・15日㈫
午前11時～午後４時
bアスタセンターコート
□主な出品
● お菓子（クッキー・パウンドケーキ・
パン）　 ●アクセサリー　 ● 陶器　
● 刺し子製品　 ● 小封筒　
● コースターなど

□その他
第６期西東京市障害福祉計画・第２

期西東京市障害児福祉計画（計画期
間：令和３年度～令和５年度）の概
要版を掲示します。市民の皆さんに
ご覧いただき、意見を参考にしなが
ら政策を決定します。
※例年、障害者週間事業の一環とし
て開催する講演会は、今年度は開催
しません。▲

障害福祉課np042－420－2804

障害者週間・障害者団体の手作り品販売・展示

　市では、障害があってもなくても、
安心して安全に暮らせるまちにな
るよう、障害者サポーター養成講
座を受講した事業所や店舗、また
は既に障害者サポーターである従
業員の方がいる事業所などの登録
とステッカーを交付しています。
　このステッカーは、障害や障害
のある方とそのご家族を理解し支
援する「障害者サポーターがいる

お店」の証となるものです。出入
り口などにステッカーを貼ってい
ただき、障害のある方が困ってい
るときにちょっとした手助けをし
ていただいています。また、ご登
録いただいた店舗などの情報を、
市kで紹介します。ぜひ、登録に
ご協力をお願いします。▲

障害福祉課n
　p042－420－2804

｢障害者サポーターがいるお店｣登録

いろいろなことばでたのしむ
おはなし会

● 12月５日㈯中国語
●  13日㈰韓国語
●  19日㈯英語
各回午前11時から（15分程度）
田無公民館
c多言語で絵本のよみきかせ
d３～８歳ぐらいの親子
e各回、親子（２人）４組（申込順）
i電話または直接下記窓口へ▲

中央図書館p042－465－0823

ファミリー・サポート・センター
ファミリー会員登録説明会
①12月15日㈫・住吉会館ルピナス
②　　 19日㈯・田無総合福祉センター
午前10時～正午

　地域の中で子どもを預けたい方（ファ
ミリー会員）と預かる方（サポート会員）
の相互援助活動です。ファミリー会員
に登録希望の方は出席してください。
e各20人（申込順）
※保育あり。１歳以上２人まで

i各回説明会前日の午後５時までに
電話でjへ
jファミリー・サポート・センター
事務局p042－497－5079▲

子ども家庭支援センター
　p042－425－3303

親子でキャンドルを作りましょう
～すてる油で輝けクリスマス～

12月20日㈰ 午前10時～正午
エコプラザ西東京

　廃食油でろうそくを作り資源の再
利用を楽しく学びます。

d在住・在学の小・中学生と保護者
e10組20人（申込順）　※保護者は祖
父母・高校生以上の兄姉可
h廃食油100～200cc（なくても可）・
広口ガラス空き容器（100cc前後２個）・
持ち帰り用袋・筆記用具
i12月５日㈯午前９時から電話・
ファクス・メールで住所・氏名・年齢・
電話番号をjへ
jエコプラザ西東京
　p042－421－8585
　l042－421－8586
　mecoplaza@city.nishitokyo.lg.jp▲

環境保全課p042－438－4042

赤ちゃん集まれ～♪
　地域子育て支援センターでは、赤
ちゃんと保護者の方が楽しめる赤ちゃ
んのつどいを行っています。人数を制
限しての予約制になりますので詳細は、
各センターkをご覧ください。
a午前10時30分～
11時30分
※１　午前10時～11時
※２　午後１時～２時
会場（同保育園内） 日程

センターすみよし 　　　  12月22日㈫※1

令和３年１月25日㈪※1

センターけやき 　　　  12月25日㈮
令和３年１月29日㈮

センターやぎさわ 　　　  12月24日㈭
令和３年１月22日㈮

センターなかまち 　　　  12月11日㈮
令和３年１月15日㈮

センターひがし 　　　  12月23日㈬※1

令和３年１月20日㈬※2

d８カ月までの乳児と保護者▲

保育課np042－460－9842

　例年、年末は、交通事故や交通渋
滞が増加する時期です。年末の慌た
だしさの中で、「急ぎの心理」になら
ないように、次の項目に留意しながら、
落ち着いた運転を心掛けましょう。
❖重点項目
①子どもと高齢者の安全な通行の確保
●  飛び出しや路上遊戯の危険性を教

えましょう。
●  信号無視や横断禁止場所の横断な

どはやめ、交通ルールを守りましょう。
②飲酒運転の根絶及び高齢運転者
等の交通事故防止
● 飲酒運転は悪質な犯罪です。
● 自転車も飲酒運転の対象です。
●  お酒を提供した人、車を貸した人、

同乗者も厳しく罰せられます。
●  運転免許証を自主返納し、運転経

歴証明書の交付を受けるとさまざ
まな特典が得られます。

③自転車の交通事故防止
●  自転車は「車両」です。交通ルール

を守りましょう。

●  東京都自転車の安全で適正な利用
の促進に関する条例では、全ての
自転車利用者にヘルメット着用の
努力規定を設けています。　

④二輪車の交通事故防止
●  ヘルメットのあごひもをしっかり

と締め胸部、腹部を守るプロテク
ターを着用しましょう。

●  体の露出がなるべく少なくなるよ
うな長袖・長ズボンを着用しま
しょう。

●  速度の出し過ぎに注意し、交差点
ではしっかりと安全確認をしましょう。

⑤違法駐車対策の推進
●  違法駐車は交通渋滞の発生源のほ

か、交通事故の原因にもなってい
ます。また年末は特に交通量が増
えるため、違法駐車は絶対にやめ
ましょう。

●  短時間の駐車でも必ず駐車場を利
用しましょう。▲

交通課o
　p042－439－4435

TOKYO交通安全キャンペーン 12月１日㈫～７日㈪

※特に記載のないものは、無料です。
※内容についてのお問い合わせは、各サー
クルへお願いします。

　「みんなの伝言板」（サークル紹介）は、
　個人情報が含まれているため、
　削除してあります。


